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9月定例会
で可決した主な議案
○報酬並びに費用弁償条例の
一部改正議案
　　就学促進員を設置するた
め、条例の一部を改正する
もの。

○スポーツ振興審議会条例の
一部改正議案
　　スポーツ基本法の公布施
行によるスポーツ振興法の
全部改正に伴い、規定の整
備を行うため、条例の一部
を改正するもの。

○指定管理者の指定に関する
議案
　　市営住宅および共同施設
の指定管理者を指定するも
の。

問

ユ
ズ
皮
に
つ
い
て
関
係
機
関

と
連
携
し
、
付
加
価
値
を
付
け
る
取

り
組
み
が
で
き
な
い
か
。

答

ユ
ズ
の
産
地
化
は
、
本
市
の

農
業
振
興
の
柱
の
一
つ
で
あ
る
。

　

平
成
22
年
度
の
ユ
ズ
搾さ

く
じ
ゅ
う汁
残ざ

ん

渣さ

は

約
６
０
０
ト
ン
あ
り
、
こ
の
う
ち
約

１
５
０
ト
ン
は
化
粧
品
・
食
料
品
の

香
料
等
に
利
用
さ
れ
る
ユ
ズ
オ
イ
ル

や
ド
レ
ッ
シ
ン
グ
な
ど
の
加
工
原
料

と
し
て
県
内
の
関
係
業
者
に
出
荷
し

て
い
る
。
残
る
約
４
５
０
ト
ン
は
、

財
団
法
人
夢
産
地
と
さ
や
ま
開
発
公

社
や
民
間
業
者
で
堆
肥
化
処
理
を
行

っ
た
と
聞
い
て
い
る
。

　

現
在
、
県
工
業
技
術
セ
ン
タ
ー
で

は
、
か
ん
き
つ
類
か
ら
オ
イ
ル
を
抽

出
す
る
技
術
や
、
そ
の
機
械
の
製
造

技
術
が
確
立
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

今
後
、
関
係
す
る
土
佐
山
柚
子
生
産

組
合
な
ど
と
連
携
を
図
り
、
ユ
ズ
皮

の
さ
ら
な
る
有
効
活
用
の
可
能
性
や

販
売
ル
ー
ト
の
確
保
に
つ
い
て
取
り

組
み
を
進
め
て
い
く
。

問

鏡
地
域
の
活
性
化
に
つ
い
て

聞
く
。

鏡
地
域
は
本
市
北
部
の
中
山

間
地
域
と
し
て
、
農
地
の
管
理
や
森

林
の
保
全
を
通
し
て
自
然
環
境
を
守

り
、
水
源
の
涵か

ん
よ
う養
な
ど
の
公
益
的
役

割
を
果
た
す
重
要
な
地
域
で
あ
る
。

　

地
域
の
活
性
化
の
た
め
、
過
疎
地

域
自
立
促
進
計
画
に
登
載
さ
れ
た
事

業
の
着
実
な
推
進
は
も
と
よ
り
、
都

市
部
と
の
交
流
促
進
を
目
的
と
し
た

拠
点
施
設
「
鏡
文
化
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

Ｒ
Ｉ
Ｏ
」
の
活
用
や
「
吉
原
ふ
れ
あ

い
交
流
館
」
で
の
交
流
イ
ベ
ン
ト
の

充
実
、
市
民
の
森
の
整
備
な
ど
も
着

実
に
推
進
す
る
。

　

さ
ら
に
土
佐
山
百
年
構
想
事
業
の

拡
充
・
展
開
を
図
る
中
で
、
鏡
地
域

を
含
め
た
本
市
の
中
山
間
地
域
の
定

住
・
交
流
人
口
の
拡
大
等
を
図
り
た

い
。問

県
の
地
域
支
援
企
画
員
の
本

市
で
の
活
動
と
、
鏡
・
土
佐
山
地
域

へ
の
重
点
配
置
に
つ
い
て
聞
く
。

答

地
域
支
援
企
画
員
制
度
は
、

県
産
業
振
興
計
画
の
地
域
ア
ク
シ
ョ

ン
プ
ラ
ン
に
盛
り
込
ま
れ
た
取
り
組

み
の
支
援
、
住
民
活
動
の
サ
ポ
ー
ト

や
情
報
提
供
な
ど
を
目
的
と
し
て
い

る
。

問

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の

転
換
の
考
え
に
つ
い
て
聞
く
。

答

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
特
別

措
置
法
の
成
立
に
よ
り
、
新
規
事
業

参
入
者
の
増
加
な
ど
、
同
エ
ネ
ル
ギ

ー
の
普
及
促
進
が
期
待
さ
れ
る
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
買
い
取
り
価
格
の
設

定
に
よ
り
、
普
及
状
況
へ
の
影
響
が

予
想
さ
れ
る
た
め
、
今
後
の
調
達
価

格
等
算
定
委
員
会
で
の
審
議
状
況
や
、

事
前
に
告
示
さ
れ
る
価
格
設
定
等
を

注
視
し
て
い
く
。

問

本
市
で
の
具
体
的
施
策
に
つ

い
て
聞
く
。

答

本
市
が
平
成
20
年
度
に
実
施

し
た
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
量
の
調
査
で

は
、
高
知
の
自
然
条
件
の
中
で
、
特

に
太
陽
光
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
小
水
力
発

電
等
の
利
用
可
能
性
が
高
い
と
の
結

果
が
出
て
い
る
。

　

太
陽
光
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
買
い
取
り

価
格
の
設
定
が
他
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
と

比
べ
て
高
く
な
る
と
、
そ
こ
に
企
業

が
集
中
す
る
可
能
性
も
あ
る
。
企
業

の
動
き
も
踏
ま
え
、
行
政
も
集
中
的

に
取
り
組
む
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、

具
体
的
施
策
を
詰
め
て
い
く
。

　

ま
た
小
水
力
発
電
に
つ
い
て
は
、

県
の
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
導
入
促
進
協
議

会
に
加
え
、
本
年
３
月
に
民
間
団
体

と
研
究
者
で
設
立
さ
れ
た
「
高
知
小

水
力
利
用
推
進
協
議
会
」
に
も
今
後

加
入
し
、
そ
の
可
能
性
に
つ
い
て
積

極
的
に
研
究
、
検
討
し
た
い
。

　

本
市
に
は
４
人
が
配
置
さ
れ
、
市

職
員
と
連
携
を
と
り
な
が
ら
、
地
域

ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
の
推
進
を
支
援

し
て
い
る
。

　

鏡
・
土
佐
山
地
域
へ
の
重
点
配
置

に
つ
い
て
は
、
土
佐
山
百
年
構
想
実

施
事
業
を
本
市
地
域
ア
ク
シ
ョ
ン
プ

ラ
ン
に
組
み
入
れ
る
予
定
で
あ
り
、

今
後
事
業
の
推
移
を
見
な
が
ら
県
と

協
議
し
て
い
き
た
い
。

問

合
併
前
の
旧
高
知
市
の
中
山

間
地
域
に
対
す
る
取
り
組
み
に
つ
い

て
聞
く
。

答

旧
高
知
市
の
中
山
間
地
域
に

つ
い
て
は
、
地
元
要
望
の
あ
っ
た
道

路
拡
幅
工
事
等
ハ
ー
ド
事
業
は
ほ
ぼ

完
成
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
七
ツ
淵
地
区
の
集
落
営
農

へ
の
長
期
的
支
援
や
行
川
地
区
の
シ

ョ
ウ
ガ
予
冷
庫
の
整
備
、
円
行
寺
地

区
の
畜
産
経
営
の
多
角
化
支
援
な
ど

を
順
次
実
施
し
て
き
た
。

　

今
後
も
鏡
・
土
佐
山
地
域
と
同
様

に
、
地
域
の
特
産
品
を
生
か
し
な
が

ら
地
域
振
興
を
展
開
し
て
い
き
た
い
。

　

鏡
・
土
佐
山
の
両
地
区
に
お
け
る
平
成
17
年
度
と
22
年
度
の
人
口
を
比

較
す
る
と
、
鏡
地
区
は
８
・
４
％
の
減
、
土
佐
山
地
区
は
12
・
２
％
の
減

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

人
口
減
の
状
況
が
進
む
と
集
落
機
能
が
大
幅
に
低
下
し
、
地
域
の
保
全

が
で
き
ず
産
業
も
守
れ
な
い
た
め
、
土
佐
山
百
年
構
想
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま

な
施
策
を
展
開
し
て
、
定
住
人
口
や
交
流
人
口
の
拡
大
に
つ
な
げ
て
い
く

こ
と
が
重
要
で
す
。

ユズ搾汁施設の作業風景

答

　

本
年
８
月
に
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
特
別
措
置
法
案
が
国
会
で
可
決

さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
太
陽
光
・
風
力
・
水
力
・
地
熱
・
バ
イ
オ
マ
ス
の

５
つ
の
再
生
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
を
用
い
て
発
電
し
た
電
力
を
、
国
が
指
定
し

た
価
格
で
電
力
会
社
が
一
定
期
間
買
い
取
る
こ
と
を
義
務
付
け
、
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
利
用
拡
大
を
図
る
も
の
で
す
。
来
年
７
月
の
施
行
に
向

け
て
、
制
度
の
具
体
化
や
運
用
が
検
討
さ
れ
て
い
ま
す
。

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
推
進

中
山
間
地
域
振
興
対
策


